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第２章 自転車交通をとりまく現状と課題 
 

2.1 姫路市の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

一般県道

主要地方道

高速道路

一般国道

凡例
標高

300m以上

250m以上

200m以上

150m以上

100m以上

50m以上

50m未満

＜ 姫路市の地勢及び道路網 ＞ 

＜ 姫路市の位置 ＞ 

＜ 家島諸島 ＞

第２章 自転車交通をとりまく現状と課題 

本市は、兵庫県の南西部、瀬戸内海に面した播磨平野の中央に位置し、東西約 36km、

南北約 56km の市域で、総面積が約 534km2 の播磨の中核都市となっています。東西に

は山陽自動車道や中国自動車道の高速道路に加え、姫路バイパスが走っているとともに、

南北には播但連絡有料道路が走っており、京阪神、中国、山陰を結ぶ交通の要衝となって

います。市域北部は、豊かな森林や田園が広がり、標高が高くなっており、市域の中南部

は、世界文化遺産姫路城や姫路駅を中心に市街地が広がり、標高は北部と比べ平坦となっ

ています。また、河川では市川、夢前川、揖保川等が南北に流れ、下流側にある瀬戸内海

では大小 40 余りの島が点在し、群島を形成しています。気候は、瀬戸内型気候に属し、

四季を通じて温暖な日が多く、自然災害等の比較的少ない地域となっています。 
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2.2 姫路市における自転車交通をとりまく現状 
 

(1) 生活交通としての自転車利用の状況 

① 自転車利用拠点立地状況 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 地区別自転車利用拠点立地密度 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 自転車利用拠点の出典 ＞
分類 内容 出典

教育施設 幼稚園、小学校、中学校、高等学校、大学、特別支援学校 姫路市WEBマップより抽出

育児施設
保育所、認可外保育施設、児童館・児童センター、子育て支援施
設、児童福祉施設

姫路市WEBマップより抽出

文化施設
図書館、動物園、水族館、美術館、博物館、文化・コミュニティ施設、
スポーツ施設、郵便局

姫路市WEBマップより抽出

公共施設
市役所、地域事務所、支所・出張所、総合センター・集会所、国・県
の施設

姫路市WEBマップより抽出

観光施設
観光地、史跡、仏閣、レクリエーション施設、景観遺産、レジャー施
設、温泉

「はりまクラスター型サイクルスタイル
活用基礎調査業務（平成29年3月）」
より抽出

商業施設
デパート、スーパーマーケット、コンビニエンスストア、ホームセン
ター、ドラックストア
※個人商店は除く

iタウンページより抽出

福祉・医療施設
病院、診療所、歯科診療所、保健所、保健福祉サービスセンター、
地域包括支援センター、身体・知的障がい者（児）福祉施設

姫路市WEBマップより抽出

交通施設 鉄道駅 姫路市WEBマップより抽出

自転車利用者が利用すると想定される施設を地図上に整理した上で、小学校区別に自転

車利用拠点数を集計し、面積で除した地区別自転車利用拠点立地密度を算出しました。 

自転車利用拠点立地密度が 10 件/km2 以上と高くなっている地区としては、姫路市の中

心部や南部・西部となっており、特に鉄道駅の沿線において集積が見られます。 
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② 自転車利用量 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 地区別自転車利用量 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

10,000台/日以上

5,000台/日以上

1,000台/日以上

1,000台/日未満

 ※）出発地または到着地が姫路市の平日の移動を代表交通手段及び 

   鉄道端末手段「自転車」の発生集中量による集計 

出典）2010 年（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

2010 年（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査結果のデータを用いて、目的地まで

自転車を利用する人の出発地・到着地及び、鉄道駅まで自転車を利用する人の出発地・乗車

駅または降車駅・到着地のそれぞれの発生集中量を小学校区別に集計することで、地区別自

転車利用量を算出しました。 

自転車利用量が 10,000 台/日以上と多くなっている地区としては、姫路市の中心部や南

部、西部となっており、姫路駅を含む地区では、30,000 台/日以上と特に多くなっています。



第２章 自転車交通をとりまく現状と課題 

7 

③ 自転車利用割合 

a) 利用交通手段別に見た移動目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

b) 市町別に見た利用交通手段の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出勤

23%

46%

24%

31%

41%

6%

16%

28%

登校

14%

21%

15%

1%

4%

38%

18%

11%

買物

19%

3%

10%

16%

9%

11%

3%

14%

食事・社交・娯楽

4%

3%

6%

6%

4%

4%

5%

5%

通院

4%

1%

7%

4%

4%

2%

4%

4%

その他自由目的

24%

14%

28%

18%

15%

32%

15%

20%

業務

12%

12%

10%

24%

23%

7%

39%

18%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自転車

鉄道

バス

自動車

自動二輪・原付

徒歩

その他

全手段

計

（人/日）

111,386

82,911

16,128

449,178

17,946

111,150

3,039

791,738

鉄道

11%

13%

15%

2%

7%

5%

5%

1%

23%

35%

バス

2%

1%

1%

1%

0%

1%

1%

2%

2%

5%

自動車

56%

51%

50%

81%

76%

69%

66%

74%

37%

29%

自動二輪・原付

2%

3%

3%

1%

1%

2%

2%

1%

4%

3%

自転車

15%

18%

18%

6%

7%

11%

12%

9%

13%

6%

徒歩

14%

14%

13%

8%

9%

11%

14%

12%

21%

22%

その他

0%

0%

0%

1%

0%

1%

0%

1%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

姫路市

加古川市

高砂市

加西市

福崎町

たつの市

太子町

宍粟市

明石市

神戸市

計

（人/日）

1,408,662

719,095

296,427

137,747

71,955

98,799

231,089

98,491

779,365

4,855,671

（うち自転車 205,248）

（うち自転車 128,253）

（うち自転車 54,406）

（うち自転車 8,694）

（うち自転車 5,146）

（うち自転車 9,451）

（うち自転車 26,566）

（うち自転車 11,991）

（うち自転車 98,403）

（うち自転車 311,335）

本市の利用交通手段の割合としては、自動車利用割合が最も高くなっています。また、自

転車の利用割合は約 15％であり、近隣市町の中では比較的高くなっています。したがって、

1 日あたりの利用交通手段合計約 141 万人のうち、約 21 万人が自転車を主な交通手段と

して利用しています。 

＜ 利用交通手段別に見た移動目的 ＞ 

＜ 市町別に見た利用交通手段の割合 ＞ 

※1）平日における出発地または到着地が姫路市の移動を集計 
 ※2）不明除く 
出典）2010 年（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

本市の自転車利用の目的としては、自転車利用者では「出勤」や「買物」、「その他自由

目的（買物、食事、社交、娯楽、通院以外の私用目的など）」などの割合が高くなっていま

す。また、全手段と比較すると、「登校」目的の割合も高くなっています。 

このことから、自転車は日常生活を営む上で、重要な交通手段であると考えられます。 

 ※1）平日における出発地または到着地が姫路市の移動を集計 
 ※2）「帰宅」目的を除く 
 ※3）「その他自由目的」とは、観光、散歩・ジョギング、ハイキン

グ・スポーツ競技、体験型レジャー、保養等 
出典）2010 年（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 
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c) 鉄道駅までまたは鉄道駅からの利用交通手段の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス

26%

21%

32%

4%

0%

2%

9%

4%

1%

1%

1%

3%

11%

20%

7%

4%

13%

自動車

30%

6%

5%

12%

22%

25%

14%

7%

2%

5%

15%

23%

26%

6%

8%

1%

7%

3%

6%

3%

2%

5%

3%

7%

4%

12%

8%

自動二輪・原付

2%

2%

2%

3%

1%

5%

0%

0%

8%

3%

8%

5%

3%

3%

1%

3%

3%

2%

自転車

22%

13%

13%

37%

40%

33%

32%

23%

18%

35%

52%

48%

26%

20%

37%

40%

24%

22%

12%

18%

19%

28%

16%

33%

18%

34%

23%

48%

23%

45%

42%

22%

徒歩

20%

58%

47%

48%

33%

37%

52%

61%

79%

56%

40%

37%

50%

51%

62%

46%

68%

76%

83%

69%

78%

58%

78%

67%

58%

57%

72%

45%

67%

51%

43%

54%

その他

0%

0%

1%

1%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

姫路(新幹線)

姫路(在来線)

山陽姫路

英賀保

はりま勝原

網干

御着

ひめじ別所

京口

野里

砥堀

仁豊野

香呂

溝口

播磨高岡

余部

太市

手柄

亀山

飾磨

妻鹿

白浜の宮

八家

的形

大塩

西飾磨

夢前川

広畑

山陽天満

平松

山陽網干

市内鉄道駅計

計

（人/日）

2,263

14,723

6,888

4,893

55,859

6,875

3,419

2,259

2,082

3,059

894

1,493

3,238

1,527

2,955

3,524

373

1,396

2,056

2,576

4,496

4,942

1,745

1,597

3,873

1,390

1,241

929

1,173

1,912

3,206

148,856

(うち自転車 506)

(うち自転車 1,925)

(うち自転車 2,561)

(うち自転車 1,936)

(うち自転車 7,398)

(うち自転車 2,283)

(うち自転車 1,100)

(うち自転車 514)

(うち自転車 384)

(うち自転車 1,083)

(うち自転車 463)

(うち自転車 714)

(うち自転車 855)

(うち自転車 298)

(うち自転車 1,096)

(うち自転車 1,405)

(うち自転車 89)

(うち自転車 311)

(うち自転車 255)

(うち自転車 487)

(うち自転車 810)

(うち自転車 1,368)

(うち自転車 281)

(うち自転車 529)

(うち自転車 686)

(うち自転車 466)

(うち自転車 282)

(うち自転車 451)

(うち自転車 523)

(うち自転車 436)

(うち自転車 1,357)

(うち自転車 32,852)

市内の鉄道駅までまたは鉄道駅からの利用交通手段の割合としては、ほとんどの駅で徒歩

の割合が高くなっています。また、市内鉄道駅合計で約 15 万人が利用しており、そのうち

約 3 万人（約 22％）が自転車を主な交通手段として利用しています。自転車の利用割合を

駅別で見ると、ＪＲでは砥堀駅や仁豊野駅、余部駅などで高くなっており、山陽電鉄では広

畑駅や平松駅、山電網干駅などで高くなっています。 

＜ 鉄道駅までまたは鉄道駅からの利用交通手段の割合 ＞ 

 ※1）平日における鉄道端末交通手段を集計 

 ※2）不明除く 

出典）2010 年（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

姫路駅 

ＪＲ 

山陽 
電鉄 
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④ 利用交通手段別に見た年齢構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 移動距離帯別の利用交通手段割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5歳～9歳

3%

0%

10%

2%

0%

19%

7%

5%

10歳～14歳

6%

3%

3%

2%

0%

26%

5%

6%

15歳～19歳

14%

17%

9%

1%

4%

4%

11%

5%

20歳代

8%

25%

9%

11%

14%

4%

2%

11%

30歳代

13%

16%

10%

20%

21%

7%

14%

17%

40歳代

15%

15%

10%

19%

16%

6%

14%

16%

50歳～64歳

20%

17%

16%

28%

28%

13%

27%

23%

65歳～69歳

8%

3%

6%

8%

8%

8%

8%

7%

70歳～74歳

6%

2%

8%

4%

5%

5%

3%

5%

75歳以上

7%

2%

19%

5%

4%

8%

9%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自転車

鉄道

バス

自動車

自動二輪・原付

徒歩

その他

全手段

計

（人/日）

205,248

149,886

27,331

791,985

31,330

198,420

4,462

1,408,662

自転車

徒歩

自動二輪・原付

自動車

バス

鉄道

その他
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超

＜ 移動距離帯別の利用交通手段割合 ＞

 ※1）平日における出発地または到着地が姫路市の移動を集計 

 ※2）不明除く 

出典）2010 年（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

＜ 利用交通手段別に見た年齢構成 ＞ 

利用交通手段別に見た年齢構成としては、主に鉄道では 15 歳～20 歳代、自動車では

30 歳代～64 歳、徒歩では 5 歳～14 歳の年代で利用が多くなっています。自転車の年齢

構成を見ると自転車利用者は全ての年代で均等に利用があることが分かります。 

 ※1）平日における出発地または到着地が姫路市の移動を集計 

 ※2）全手段は利用交通手段不明除く 

出典）2010 年（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

移動距離帯別に利用交通手段の割合を見てみると、2km 以内の比較的短距離での利用が

20％以上と特に高くなっており、5km 以内でも 10％以上の利用があり、比較的利用割合が

高くなっています。また、利用距離が 10km を超えても一定の利用があることが分かります。
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⑥ 自転車関連事故の状況 

a) 自転車関連事故の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b) 人口 1万人あたりの自転車関連事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 15 18 15 12 24 11 13 14

1,258 1,225 1,140
995

875 870 961 880 949

1,274 1,240
1,158

1,010

887 894
972

893
963

0

300

600

900

1,200

1,500

2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(R1)

(件/年)

（年）

(1位)

(2位)

(3位)

(4位)

(5位)

(6位)

(7位)

(8位)

(9位)

(10位)

伊丹市

高砂市

姫路市

尼崎市

播磨町

加古川市

太子町

福崎町

西宮市

川西市

兵庫県全体

21.2 

19.9 

18.2

17.4 

16.0 

15.3 

13.8 

13.4 

10.9 

10.7 

10.5 

23.8  23.1 
21.6 

18.9 

16.6  16.7 
18.0 

16.8 
18.2 

15.2 
14.0  13.3 

12.3 
11.2  10.8  11.3  10.7  10.5 

0

5

10

15

20

25

30

2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(R1)

（件／万人）

（年）

姫路市

兵庫県全体

2019年（令和元年）時点
人口1万人当たりの
自転車関連事故件数

＜ 人口 1万人あたりの自転車関連事故件数の推移（県下ワースト 10及び、兵庫県全体）＞

出典）交通年鑑 

自転車対歩行者の
事故件数 

自転車関連事故件数

＜ 自転車関連事故の推移 ＞ 

出典）人  口：兵庫県ホームページ「推計人口」 

   事故件数：交通年鑑 

姫路市内（姫路警察署・飾磨警察署・網干警察署管内）における自転車関連事故の件数は、

2011 年（平成 23 年）の 1,274 件/年以降、減少傾向となっており、2019 年（令和元

年）では 8 年前の約 8 割まで減少しているものの、依然として年間約 1,000 件の事故が

発生しています。また、自転車対歩行者の事故は、2015 年（平成 27 年）10 月から自転

車損害賠償保険の加入により事故の届出が必須となったことなどの理由により、2016 年

（平成 28 年）は 24 件と多くなっていますが、その後は概ね減少傾向となっています。 

人口 1 万人あたりの自転車関連事故件数を兵庫県下の市町別に整理すると、本市は

2019 年（令和元年）時点でワースト 3 位（18.2 件/万人）であり、2011 年（平成 23

年）から見ると減少傾向にあるものの、兵庫県全体と比較して多い状況となっています。 
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c) 自転車関連事故の事故類型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d) 自転車関連事故の発生時間帯 
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75歳以上

65歳～74歳

55歳～64歳

45歳～54歳

35歳～44歳

25歳～34歳

20歳～24歳

15歳～19歳

14歳以下

（件）

出会い頭

56%
右折時

12%

左折時

13%

正面衝突

2%

追突

2%

追抜追越時

3%

すれ違い時

2%

その他

10%

14歳以下

10%

15歳～19歳

23%

20歳～24歳

8%

25歳～34歳

9%

35歳～44歳

11%

45歳～54歳

11%

55歳～64歳

7%

65歳～74歳

9%

75歳以上

12%

姫路市における自転車関連事故の発生時間帯別内訳を見ると、通勤・通学時間である 7

～8 時台や帰宅・下校時間である 15～17 時台の事故が多くなっており、特に 7～8 時台

では中高生である 15 歳～19 歳、15～17 時台では中高生の年代に加え、14 歳以下でも

多くなっていることから、20 歳未満の比較的若い世代において事故が多くなっています。

一方で、9～14 時台のオフピーク時間帯では、65 歳以上の高齢者の方の事故割合が高く

なっています。 

姫路市における自転車関連事故を事故類型別に見ると、「出会い頭」や「右折時」「左折

時」など、交差点で発生する事故が多くなっており、全体の約 81％を占めています。 

＜ 自転車関連事故の事故類型別内訳 ＞ 

合計：881 件 

（「不明」5件を除く） 

※）2016 年（平成 28 年）1月～2016 年（平成 28年）12 月の事故データ 

出典）姫路･飾磨･網干警察署所管データ 

＜ 自転車関連事故の発生時間帯別内訳 ＞ 

合計：452 件 

 ※1）2016 年（平成 28 年）1月～2016 年（平成 28 年）12月の事故データ 

 ※2）自転車関連事故の自転車利用者の年齢を集計（但し、自転車対自転車は第 1当事者を集計）

出典）姫路･網干警察署所管データ 

81％ 
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e) 当事者別に見た自転車関連事故の年齢構成 
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75歳以上

11%
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9%

75歳以上

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

第2当事者

（主に被害者）

第1当事者

（主に加害者）
137

412

549

（件）

2.9

14.4

2.7
1.4 1.2 1.6 1.1 1.5

3.4

0

5

10

15

20

14歳以下 15歳～19歳 20歳～24歳 25歳～34歳 35歳～44歳 45歳～54歳 55歳～64歳 65歳～74歳 75歳以上

（件/万人）

＜ 当事者別に見た自転車関連事故の年齢構成 ＞ 

 ※1）2016 年（平成 28 年）1月～2016 年（平成 28 年）12月の事故データ 

 ※2）当事者別に自転車利用者の年齢を集計（但し、自転車対自転車は第 1当事者を集計） 

出典）姫路･網干警察署所管データ 

合計：549 件 

＜ 人口 1万人あたりの年齢別自転車関連事故発生件数（第１当事者［主に加害者］）＞

 ※1）2016 年（平成 28 年）1月～2016 年（平成 28 年）12月の事故データ 

 ※2）当事者別に自転車利用者の年齢を集計（但し、自転車対自転車は第 1当事者を集計） 

出典）人  口：2015 年（平成 27 年）国勢調査 

   事故件数：姫路･網干警察署所管データ 

当事者別に見た自転車関連事故の年齢構成としては、第１当事者（主に加害者）では、高

校生である 15 歳～19 歳が 30％で特に多くなっているとともに、14 歳以下や 75 歳以

上の高齢者においても 15％以上と比較的多くなっています。 

また、年齢別人口１万人あたりの自転車関連事故発生件数では、主に高校生である 15 歳

～19 歳が突出して多くなっています。 
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f) 自転車関連事故発生状況 

 

 

 

 

 

 

＜ 自転車関連事故発生箇所 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※）2016 年（平成 28 年）1月～2016 年（平成 28 年）12月の事故データ 

出典）姫路･飾磨･網干警察署所管データ 

自転車関連事故件数：886 件 
 
 自転車対歩行者の事故：27 件

 その他：859 件 

各警察署が所管している 2016 年（平成 28 年）1 月～12 月に発生した交通事故デー

タを地図上に整理した上で、小学校区別に自転車関連事故を集計し、面積で除した地区別自

転車関連事故密度を算出しました。 

自転車関連事故密度が 10 件/km２以上と高くなっている地区としては、姫路市の中心部

や南部・西部となっています。 
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(2) 観光交通としての自転車利用の状況 

① 観光入込客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 姫ちゃりの利用状況 
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利用者数
＜ 姫ちゃりの月別利用実績 ＞ 

姫路市の観光入込客数は、2008 年度（平成 20 年度）以降は姫路城の修理などにより

減少傾向にあったが、2015 年度（平成 27 年度）では姫路城のグランドオープンにより、

観光客が大幅に増加し、2016 年度（平成 28 年度）以降においても、9 百万～1 千万人

程度で推移しています。 

＜ 観光入込客数の推移 ＞ 

出典）姫路市入込客数調査 

姫路城大天守保存修理 

（2009 年［平成 21 年］10 月） 

出典）姫路市所管データ 

姫ちゃりの月別利用実績は、2015 年度（平成 27 年度）までの社会実験時よりも 2016

年度（平成 28 年度）の本格運用時の方が利用者数が多くなっており、特に 2017 年（平

成 29 年）2 月と 12 月のサイクルステーション拡充（2 月：120 台,12 月：150 台）な

どにより、2019 年度（令和元年度）までは増加傾向となっていますが、2020 年度（令

和 2 年度）は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、利用者数は減少しています。 

姫路城グランドオープン 

（2015 年［平成 27 年］3 月）
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③ 自転車車種別年間販売台数（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車の全国的な年間販売台数としては、2003 年度（平成 15 年度）を基準とすれば、

2013 年度（平成 25 年度）ではスポーツ車が約 3.5 倍、電動アシスト車が約 1.8 倍と大

きく増加しています。 

しかし、近年のスポーツ車や電動アシスト車の増加に伴い、高速走行する自転車も多くな

ることから、事故が発生した際の重傷化も懸念されます。 

出典）警察庁ＨＰ（統計データは自転車産業振興協会実施の「自転車国内販売動向調査」）

＜ 自転車車種別年間販売台数（全国）＞ 

（年度） 
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(3) 自転車駐輪･放置状況 

① 姫路市内各駅の駐輪場設置状況及び放置自転車の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 市内の公設駐輪場収容可能台数 ＞ 

＜ 市内の放置自転車台数［平日］ ＞ 

  ※）2019 年(令和元年)11 月の平日、日中に定時計測した台数 

出典）姫路市所管データ 

※1）2019 年(令和元年)11 月時点の収容可能台数 

※2）姫路駅周辺の路上駐輪場は公営ではないため含まない 

※3）原動機付自転車用の駐車スペースも含む 

出典）姫路市所管データ 

姫路市内各駅周辺における放置自転車台数はほとんどの駅周辺で 10 台未満となってい

る一方、姫路駅で 221 台、亀山駅で 174 台など、依然 100 台を超える放置自転車が発

生している駅があります。また、民営駐輪場で駐輪需要をまかなえない駅周辺には公設駐輪

場が整備運営されていますが、一部の駅では駐輪場の不足が見受けられます。 

計 490 台 

計 18,851 台 
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② 放置自転車台数の推移 
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＜ 姫路駅駅北の放置自転車台数の推移 ＞ 

姫路駅周辺の放置自転車台数については、近年の路上駐輪場の整備等により、年々減少傾

向にあるものの、駅北エリアには依然として200台前後の放置自転車が確認されています。

※1）第一種原動機付自転車含む 

※2）雨天でない日の 9時から 19 時の間に、概ね

2時間おきに 6回計数したうちの最大値 

出典）姫路市所管データ 
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(4) 環境と自転車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 1 人を 1ｋｍ運ぶのに排出される CO2 ＞ 

自転車は、二酸化炭素などの温室効果ガスを排出せず、環境にやさしい移動手段です。 

兵庫県の１人あたりの二酸化炭素排出量は、近隣の大阪府や京都府に比べ多い状況であ

り、自動車から自転車への利用転換をすることで、温室効果ガスの削減、環境負荷の低減を

図ることが期待されます。 

＜ 1 人あたり CO2 排出量 ＞ 

出典）国土交通省（環境：運輸部門における二酸化炭素排出量［2017 年

度(平成 29 年度)］）、人口：国勢調査（2015 年度[平成 27年度]） 

出典）国土交通省（環境：運輸部門における二酸化炭素排出量［2017 年

度(平成 29 年度)］）、人口：国勢調査（2015 年度[平成 27年度]） 
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(5) 健康と自転車 

① 健康寿命 
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兵庫県民の健康寿命は、男女ともに全国平均に比べ短くなっています。また、姫路市の健

康寿命は、男性 78.76 歳、女性 83.46 歳となっており、兵庫県下では 41 市町中男性は

31 位、女性は 35 位と兵庫県内では比較的短くなっています。 

出典）厚生労働科学研究（厚生労働省）

出典）兵庫県「2015 年（平成 27 年）健康寿命表」

姫路市 31 位 

姫路市 35 位 

出典）兵庫県「2015 年（平成 27 年）健康寿命表」

＜ 県民の健康寿命 ＞ 

＜ 兵庫県内の健康寿命順位（男性）＞ 

＜ 兵庫県内の健康寿命順位（女性）＞ 

（歳） 

（歳） 
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② 運動習慣 

 

 
 
 
 

 

 

＜ １回 30 分以上の運動を週２回以上している人 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 適正体重の意識と運動習慣 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体重維持を全く

心がけていない

体重維持をあまり

心がけていない

体重維持を時々

心がけている

体重維持をいつも

心がけている

運動あり

運動なし

不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男

女

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～74歳

75歳以上

はい

いいえ

不明

本市の運動習慣としては、１回 30 分以上の運動を週２回以上している人が、全体で

35.2％となっています。 

また、適正体重に近づける、または維持しようとしている人ほど運動習慣がある割合が高

くなっています。 

出典）ひめじ健康プラン（姫路市保健計画）中間見直し計画（2018 年

［平成 30 年］３月） 

出典）ひめじ健康プラン（姫路市保健計画）中間見直し計画（2018 年

［平成 30 年］３月） 
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2.3 姫路市における自転車交通の現状と課題 

 

 
 

【 本市における自転車交通の現状 】  

・本市は、市域北部で標高が高くなっており、中南部は北部と比べ平坦となっています。（P.4） ● 

・自転車利用拠点は、姫路市の中心部や南部・西部で多く立地しています。（P.5） ● 

・自転車利用量は、姫路市の中心部や南部・西部で多くなっています。（P.6） ● 

・自転車は、「出勤」「買物」「その他自由目的（買物、食事、社交、娯楽、通院以外の
私用目的など）」などの目的で利用されています。（P.7） 

● 

・本市を利用する約 21 万人（約 15％）の人が目的地までの交通手段として自転車を利
用しており、近隣市町の中では比較的高い結果となっています。（P.7） 

● 

・鉄道駅を利用して目的地まで自転車を利用している人は、鉄道駅合計で約 3 万人（約
22％）となっています。（P.8） 

● 

・自転車利用者の年齢としては、全ての年代で幅広く利用されています。（P.9） ● 

・自転車での移動距離は、2ｋｍ以内の比較的短距離での利用割合が特に高くなっている
とともに、5ｋｍ以内でも比較的利用割合が高くなっています。また、10km 以上の長
距離でも、一定の利用が見られます。（P.9） 

● 

・自転車関連事故件数は減少傾向にあるものの、依然として年間約 1,000 件の事故が発
生しているとともに、人口 1 万人あたりの自転車関連事故件数で見ても、兵庫県全体の
平均よりも高く、県下の市町と比較しても上位に位置しています。また、自転車対歩行
者の事故は近年減少しています。（P.10） 

● 

・自転車関連事故は、主に交差点で発生しており、全体の約 81％を占めています。（P.11） ● 

・自転車関連事故は、7～8 時台や 15～17 時台で多く発生しており、7～8 時台では中高生
である 15 歳～19 歳、15～17 時台では中高生の年代に加え、14 歳以下でも多くなってい
ることから 20 歳未満の比較的若い世代での事故が多くなっています。（P.11） 

● 

・自転車関連事故を当事者別・年齢別で見ると、主に高校生である 15 歳～19 歳での事
故が多くなっており、加害者となるケースが多くなっています。（P.12） 

● 

・自転車関連事故は、姫路市の中心部や南部・西部で多く発生しています。（P.13） ● 

・観光入込客数は、姫路城のグランドオープン以降若干の減少傾向にあり、近年では年間
9 百万人以上を維持し続けています。（P.14） 

● 

・姫ちゃりの利用者数は、年々増加傾向にありましたが、2020 年度（令和２年度）は新
型コロナウイルス感染症の影響もあり、利用者数は減少しています。（P.14） 

● 

・全国的な傾向として、近年スポーツ車や電動アシスト車の販売台数が大きく増加してい
ますが、これら高速走行車の増加により事故による重傷化も懸念されます。（P.15） 

● 

・姫路市内各駅の放置自転車台数は近年減少傾向となっており、ほとんどの駅周辺で放置
自転車台数が 10 台未満となっている一方、依然 100 台を超える放置自転車が発生し
ている駅があります。また、一部の駅では駐輪場の不足も見受けられます。（P.16、P.17） 

● 

・兵庫県の１人あたりの二酸化炭素排出量は多い状況であり、自動車から自転車への利用
転換をすることで、温室効果ガスの削減、環境負荷の低減を図ることが期待されます。
（P.18） 

● 

・兵庫県民の健康寿命は全国平均と比べて短く、本市の健康寿命は兵庫県下の 41 市町中
男性が 31 位、女性が 35 位であり、兵庫県内では比較的短くなっている。（P.19） 

 
・１回 30 分以上の運動を２回以上している人は、全体で 35.2％となっており、また、

適正体重に近づける、または維持しようとしている人ほど運動習慣がある割合が高くな
っています。（P.20） 

● 

● 

 

 

 【今後の課題と取り組むべき施策】 

● 

○ 自転車通行空間の創出 

➣自転車利用拠点へのアクセス路線の整備 

鉄道駅からの自転車利用が多いことや、姫ちゃりの利用者数増加による自転車観光の増加

も想定されることから、これら施設に安全・快適にアクセスできる道路の整備が必要です。

➣自転車需要に対応した路線の整備 

本市では自転車の短距離利用、長距離利用ともにあり、それぞれの移動需要に対応した、

自転車通行空間の整備が必要です。 

➣自転車事故が多い路線への対応 

自転車関連事故の件数自体は減少傾向にあるものの、人口あたりに換算すると兵庫県下で

トップ 10 に位置することから、様々な年代に応じた対策が必要であるとともに、特に自

転車関連事故が多く発生している路線への対策が必要です。 

➣通学時の利用が多い路線への対応 

市内で最も自転車関連事故を起こしているのは主に高校生であり、基本的には自転車通学

時における対応が必要です。 

  

● 

○ 放置自転車対策の継続と駐輪場の適切な運営 

・駐輪場の整備により、収容台数は増加し、かつ放置自転車の台数も減少しているものの、

依然として放置自転車は残っていることから、引き続き対策が必要です。また、本市と事

業者が連携して駐輪場を適切に整備運営していくとともに、今後の駐輪場のあり方につい

て検討を進める必要があります。 

  

● 

○ 自転車利用者等に対する安全意識の向上 

・自転車関連事故を減少させるためには、自転車通行空間などの整備だけではなく、自転車

利用に対して様々な年代や場面に応じた交通ルール及びマナー等の安全性向上のための

啓発を行う必要があります。 

 

 

● 

○ 観光・健康目的等自転車需要への対応として利用環境の整備 

・通勤・通学や買物等の日常生活に移動での自転車利用だけでなく、観光や健康の面から自

転車を利用する方への対応も必要です。 

本市における自転車交通の現状を踏まえ、今後の課題について整理しており、以下のとおりとなっています。 


